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１．はじめに 

当組合は、「農と緑を守り、地域社会の発展に寄与する」という経営理念のも

と、組合員・地域の皆さまに誠実に対応し、良好な信頼関係を築くことを目指して

おります。しかしながら、万が一、当組合に対するカスタマーハラスメントに該当

する行為があった場合には、組織として毅然とした対応を行ってまいります。 

 

２．本方針の適用対象 

本方針は、当組合のすべての役職員を保護の対象とし、組合員・利用者・取引

先・地域の皆さまからの行為に適用します。 

 

３．カスタマーハラスメントの定義 

組合員・利用者・取引先・地域の皆さまからのご要望等のうち、「要求の内容が

妥当性を欠くもの」または「手段・態様が社会通念上不相当なもの」をカスタマー

ハラスメントと定義します。 

【対象となる主な行為】（※これらに限られません） 

・身体的・精神的な攻撃（暴行、脅迫、大声での暴言、侮辱、人格否定 等） 

・過剰・不当な要求（規定外の金銭補償や商品交換の要求、土下座の強要 等） 

・拘束・執拗な言動（長時間の居座り・不退去、執拗な電話 等） 

・プライバシー侵害・セクハラ（SNS等への無断での写真・名前の投稿、性的な

言動 等） 

 

４．カスタマーハラスメントへの対応 

当組合がカスタマーハラスメントと判断した場合は、以下の対応を行います。 

◎組織的対応：役職員個人に任せず、組織全体で毅然と対応（対応の打ち切り

等）を行います。 

◎外部機関との連携：悪質と判断した場合は、警察や弁護士等の外部機関と連携

し、厳正に対処します。 

また、当組合の役職員による皆さまへのハラスメントについても、同様に厳しく

対処いたします。 

 

５．皆さまへのお願い 

当組合は、今後も農業と地域社会に根差した組織として、皆さまとより良い関係を

築いてまいりたいと考えております。これらの取り組みへのご理解と、本方針へのご

協力を賜りますようお願い申しあげます。 

以 上 


